
今
回
は
郡
上
市
美
並
町
に
あ
る

「
粥
川
の
森
」

を
紹
介
し
ま

す
。
「
粥
川

の
森
」
に
は
、

清
流
粥
川
が

流
れ
、
樹
齢

百
年
を
超
え

る
木
々
が
茂

っ

て

い

ま

す
。
ま
た
、

周
辺
施
設
に

は
、
美
並
ふ

る
さ
と
館
・

星
宮
神
社
・

ふ
く
べ
の
里

バ
ン
ガ
ロ
ー

村
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

私
も
こ
の
取
材
で
知
っ
た
の
で

す
が
、
粥
川
地
区
の
方
々
は
う
な

ぎ
を
食
べ
な
い
と
い
う
、
と
て
も

珍
し
い
習
慣
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
習
慣
の
由
来
と
な
っ
た
、
粥

川
の
う
な
ぎ
に
ま
つ
わ
る
伝
説

や
、
円
空
の
足
跡
を
今
に
伝
え
る

美
並
ふ
る
さ
と
館
は
お
勧
め
で

す
。ま

た
、
遊
歩
道
に
あ
る
「
矢
納

ヶ
淵
」
は
、
岩
盤
が
え
ぐ
ら
れ
た

よ
う
な
「
淵
」
と
な
っ
て
お
り
、

綺
麗
な
深
青
色
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

伝
説
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
溢
れ

る
「
粥
川
の
森
」
へ
、
一
度
足
を

は
こ
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
お
問
い
合
わ
せ

郡
上
市

美
並
地
域
振
興
事
務
所

℡
０
５

７
５
（
79
）
３
１
１
１

ｂ
ｙ
柘
植
（
章
）

岐
阜
県
大
野
郡
白

川
村
と
石
川
県
白
山

市
を
結
ぶ
「
白
山
ス

ー
パ
ー
林
道
」
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら

「
白
山
白
川
郷
ホ
ワ

イ
ト
ロ
ー
ド
」
に
名

称
を
変
更
し
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、
全

３
３
．
３
㎞
。
白
山

国
立
公
園
内
を
縦
断
す
る
雲
上
の

林
道
で
、
飛
騨
岩
・
加
賀
岩
・
越

中
岩
に
囲
ま
れ
る
「
三
方
岩
岳
」

な
ど
が
名
所
で
す
。
春
は
残
雪
と

新
緑
、
秋
は
紅
葉
と
、
自
然
を
体

感
し
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し

め
ま
す
。

岐
阜
県
と
石
川
県
は
、
北
陸
新

幹
線
金
沢
延
伸
や
、
白
川
郷
の
世

界
遺
産
登
録
20
周
年
に
合
わ
せ
、

林
道
の
イ
メ
ー
ジ

を
一
新
し
よ
う
と

愛
称
を
全
国
に
公

募
し
、
２
０
１
５

年
６
月
か
ら
名
称

を
変
更
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
今

回
、
普
通
車
の
新

料
金
は
３
２
４
０

円
か
ら
１
６
０
０

円
、
軽
自
動
車
が
２
６
１
０
円
か

ら
１
４
０
０
円
と
利
用
者
に
と
っ

て
は
大
変
う
れ
し
い
値
下
げ
に
な

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
新
愛
称
を
記
念
し
た
事

業
も
年
間
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
ま

す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に

は
、
残
雪
風
景
が
楽
し
め
る
「
春

の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
、「
残

雪
ツ
ア
ー
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ

ク
」
、
７
～
８
月
は
「
三
方
岩
岳

サ
ン
ラ
イ
ズ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
、

「
天
の
川
と
流
星
鑑
賞
ツ
ア
ー
」、

紅
葉
が
美
し
い
９
月
下
旬
か
ら
10

月
に
は
「
ブ
ナ
林
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」
、
「
三
方
岩
岳
天
空
の
修
験

者
の
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
、
ま
た

白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
間
近
に

し
た
記
念
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

白
川
村
な
ど
は
、
「
白
川
郷
・

五
箇
山
（
富
山
県
南
砺
市
）
の
合

掌
造
り
集
落
」
世
界
文
化
遺
産
登

録
20
周
年
を
記
念
し
、
今
年
４
月

か
ら
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
も
新

緑
か
ら
紅
葉
ま
で
楽
し
め
る
、『
白

山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
』
で

ド
ラ
イ
ブ
と
観
光
、
グ
ル
メ
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ｂ
ｙ
島
﨑
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白
川
郷
に

触
れ
て
み
よ
う

森
の
楽
園
紹
介

新年度スタート。暖かな日差しがうれしい

春爛漫の季節となりました！



今
回
の
話
題
は
老
朽
化
し
た
吹

付
の
り
面
対
策
で
す
。
私
の
手
元

に
あ
る
土
木
学
会
の
吹
付
コ
ン
ク

リ
ー
ト
指
針
（
案
）「
の
り
面
編
」、

物
理
探
査
学
会
の
老
朽
化
吹
付
法

面
の
調
査
・
対
策
手
引
か
ら
関
連

し
た
内
容
を
引
用
し
ま
す
。
吹
付

の
劣
化
判
定
は
目
視
を
主
に
し

て
、
ひ
び
割
れ
・
漏
水
・
変
形
な

ど
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
経
過
10
～
30
年
で

30
％
程
度
の
吹
付
の
り
面
で
補
修

が
行
わ
れ
て
お
り
、
耐
用
年
数
は

30
年
以
上
を
期
待
し
て
い
る
施
設

管
理
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
吹
付

の
り
面
の
表
面
的
な
損
傷
程
度
を

把
握
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で

す
が
、
補
修
や
対
策
必
要
性
の
判

定
は
容
易
で
な
く
、
実
際
に
は
災

害
が
発
生
し
た
段
階
で
対
処
す
る

場
合
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

吹
付
の
り
面
の
変
状
は
、
地
山

の
変
状
を
伴
う
も
の
、
表
面
に
発

生
す
る
も
の
、
背
面
の
空
洞
化
、

吹
付
材
自
体
の
劣
化
、
植
生
や
地

下
水
湧
水
な
ど
に
よ
る
タ
イ
プ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
吹

付
の
り
面
対
策
に
は
、
吹
付
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
撤
去
す
る
方
法
と
、

撤
去
し
な
い
方
法
が
あ
り
ま
す
。

斫
り
や
切
土
で
撤
去
す
る
場
合

は
、
新
設
切
土
面
と
同
様
の
対
策

を
講
じ
ま
す
。
一
方
、
撤
去
し
な

い
場
合
は
、
背
面
空
洞
の
裏
込
め

注
入
、
既
設
吹
付
材
の
補
強
、
背

面
地
山
の
安
定
対
策
、
吹
付
表
面

の
景
観
改
善
が
行
わ
れ
ま
す
。

近
年
、
吹
付
の
り
面
対
策
工
法

の
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
い
く
つ
か
の
工
法
が
商
品
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
留
意
点
を

述
べ
ま
す
と
、
変
状
の
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
使
用
目
的
が
異
な
り
、
①

材
料
の
劣
化
、
②
吹
付
背
面
の
変

状
、
③
地
山
の
変
状
で
は
採
用
す

る
工
法
が
異
な
る
こ
と
で
す
。
工

法
の
使
い
分
け
は
、
値
段
と
施
工

性
の
み
に
着
目
す
る
の
で
な
く
、

変
状
の
原
因
に
よ
っ
て
考
え
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
値
段
は
①
②
③

の
順
に
高
額
に
な
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
ｂ
ｙ
Ｆ
Ａ
Ｔ
か
と
う

平
成
27
年
3
月
5
日
に
静
岡
県

伊
豆
の
国
市
で
、
沼
津
国
道
事
務

所
と
、
の
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
協

会
の
共
催
に
よ
る
現
場
見
学
会
が

開
催
さ
れ
、

テ
レ
ビ
・
新

聞
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

以
下
新
聞
記

事
か
ら
引
用

し
ま
す
。

『
狩
野
川

放
水
路
の
の

り
面
は
完
成

か
ら
50
年
が

経
過
。
施
設

の
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と

を
受
け
、
国

土
交
通
省
は

本
年
度
、
ト

ン
ネ
ル
補
修
工
事
を
実
施
。
の
り

面
部
も
老
朽
化
に
伴
う
損
傷
が
見

つ
か
っ
た
た
め
、
新
技
術
「
の
り

フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
」
を
用
い
た
補

修
工
法
を
行
っ
て
い
る
。

の
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
法
は
、
の

り
面
の
「
の
り
」
と
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
を
か
け
た
造
語
。
既
設
の

モ
ル
タ
ル
吹
付
面
を
壊
さ
ず
、
上

塗
り
す
る
工
法
で
、
産
業
廃
棄
物

が
発
生
し
な
い
。
併
せ
て
地
盤
の

補
強
、
吹
付
面
と
地
盤
の
密
着
性

向
上
に
も
効
果
が
あ
る
』

ち
な
み
に
弊
社
も
東
海
の
り
フ
レ

ッ
シ
ュ
工
法
協
会
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

ｂ
ｙ
佐
藤

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
前
回
の

記
事
に
劣
ら
な
い
“
美
味
し
い
メ

ガ
盛
”
の
お
店
「
み
む
ら
」
さ
ん

で
す
。

「
み
む
ら
」
さ
ん
は
Ｊ
Ｒ
恵
那

駅
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
雑
誌
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
有
名
な
パ
ス

タ
の
お
店
で
す
。

今
回
挑
戦
し
た
の
は
な
ん
と
、

１
.
５
㎏
の
パ
ス
タ
「
メ
ガ
ミ
ー

ト
（
１
２
０
０
円
）」
！
体
が
資
本

の
職
業
柄
、
大
食
い
に
は
自
信
の

あ
る
若
手
が

挑
戦
し
ま
し

た
。
注
文
し

て
待
つ
こ
と

15
分
、
登
場

し
た
の
は
大

皿
に
盛
っ
た

特

大

パ

ス

タ
！
見
た
だ
け
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し

そ
う
で
し
た
が
、
で
も
そ
こ
は
体

育
会
系
、
食
べ
る
前
に
諦
め
ま
せ

ん
！食

べ
て
み
る
と
美
味
し
い
、
も

ち
も
ち
の
手
打
ち
麺
が
ソ
ー
ス
に

マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。
食
べ
始
め

る
こ
と
20
分
、
で
も
減
り
ま
せ
ん
。

若
手
に
根
性
を
注
入
し
な
が
ら
私

も
応
援
参
戦
し
ま
し
た
。
減
っ
た

か
減
っ
て
い
な
い
か
分
か
ら
な
い

程
で
、
私
は
休
憩
し
ま
し
た
。
若

手
の
頑
張
り
を
待
つ
こ
と
30
分
。

最
後
の
一
口
は
私
が
復
活
し
美
味

し
く
完
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
み
む
ら
さ
ん
に
は
こ
の
他
に

「
ロ
ー
ス
カ
ツ
天
国
」
、
８
０
０

ｇ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
が
乗
っ
た
「
ギ

ガ
ミ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
ボ
リ

ュ
ー
ム
だ
け
で
な
く
本
当
に
美
味

し
い
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
是

非
一
度
お
試
し
下
さ
い
。
岐
阜
県

恵
那
市
長
島
町
中
野
２
３
３
ー
1

【
時
間
】
昼
11
時
～
14
時
30
分

夜
17
時
～
21
時
30
分
（
日
曜
日

は
21
時
ま
で
）

ｂ
ｙ
佐
藤
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メニュー
その３

の
り
フ
レ
ッ
シ
ュ

工
法
現
場
見
学
会

て
く
に
ぃ
く

の
種

お
い
し
い
お
店

紹
介
し
ま
す
！

メニュー
その４

メニュー
その５
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